
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（ 矢部高等 ）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
校訓「通潤魂」（豊かな心、勤労の喜び、創造の喜び、不屈の意志）を柱として、三綱領「
誠実にして 礼節を重んずる」「勤労を尚び 自立を目指す」「創造の喜びを求め 不屈の
意志を培う」を実践する。 

 

２ 本年度の重点目標 

「啐啄同時～磨け心の珠（珠磨かざれば器を成さず、人学ばざれば道を知らず）」 

（矢部高校と矢部高生をさらにキラリと輝く宝石へと地域とともに磨き上げる） 

 

個に応じた指導、探究的な学びの充実等により、確かな学力と高い専門性を習得する。地

域との協働による取組をさらに発展させ、地域の担い手としての資質や能力を育み、将来の

地域振興の核となる人間力を持つ人材を育成する。 

 

①生徒を磨く：確かな学力と専門性の習得、進路学習の深化、探究的な学びの充実、 

特別活動等の取組による人間力の向上 

②先生が磨く：授業改善と学習評価の工夫、ＩＣＴの有効活用、働き方改革の実践、 

個に応じた指導の充実による進路目標の実現 
③地域と磨く：地域との協働による取組のさらなる発展、情報発信による連携強化 

 

３ 自己評価総括表  
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

学校目標
の共有 
 

学校の教育目標 
及び本年度の重 
点目標の周知徹 
底 

年度末学校評
価アンケート
で各評価者の
平均値4.0以
上を目指す。 

全校集会、
学年集会、
育友会総会
、学校ＨＰ
等で説明及
び情報発信
する。 

Ｂ 

3.94と評価平均値
は、昨年度と比較
し、ほぼ変化がな
かった。ただ、中
学生保護者の評価
が上昇している。
本校の教育活動の
発信が認知されて
来ており、継続が
必要である。 

職員の資
質向上 

学校改革による 
業務改善及び校 
内研修の充実と 
研修等へ積極 
的な奨励及び育 
成 

校務分掌の活
性化とリーダ
ーの育成 

各担当業務
における具
体的目標の
設定とその
進捗状況の
把握 

Ｂ 

校務分掌ごとに主
任主事が中心とな
って、掲げた目標
を概ね達成させた
。さらなる業務改
善を進める。 

働き方改
革の推進 

業務の整理や効
率化による教職
員のワーク・ラ
イフ・バランス
の実現 
 
 
 

時間外在校時
間が月４５時
間を超える教
職員を月平均
８人以下とす
ることを目指
す。 
職員のメンタ
ルケア。 

業務改善策
の募集、実
施と、職場
環境の整備
によって、
職員間の報
連相の時間
を確保する
。 
日々の声掛
けと職員面
談の実施 

 Ｂ 
 

月４５時間以上は
月平均5.1人であっ
た。業務改善に関
する意見を調査し
改善に取り組んで
いる。また校務支
援システム等を活
用して業務の効率
化を図った。年度
末には環境整備を
行い、業務効率化
を図る。 

危機管理 
体制の強 
化 
 

危機管理意識の
向上と的確な対
応 

危機管理マニ
ュアルの点検
・見直し及び
危機管理訓練
の実施 

実験・実習
・体育・行
事における
想定及び事
前指導の徹
底 

 
 
Ｂ 

本年度より避難訓
練を6月と11月に２
回実施した。防災
教育では全学年で
マイタイムライン
を作成した。 

学校管理下の事 
故未然防止の取 
組 

実験・実習・
体育・行事な
どでの事故「

定期的に劇
物・薬物の
保管管理状

 
 

 

学校薬剤師の指導
助言に従い点検、
管理ができている



０」を目指す
。年度末学校
評価アンケー
ト（環境整備
関係）で各評
価者の平均値
4.0を目指す
。 

況の点検、
施設・設備
の点検を実
施する。 

 
Ｂ 

。実習における事
故防止に努めたい
。 

 
学力  
向上 
 

基礎学力

の向上 

 

 

学校全体での個
に応じた指導の
徹底 

授業に臨む姿
勢や理解度に
応じた授業に
関する生徒の
項目で平均値
4.0 を目指す。 

・授業の時間
厳守や与え
られた課題
の提出の徹
底 

・進路指導部
と連携した
学習支援ツ
ール活用に
よる個に応
じた指導と
課 題 の 充
実。 

Ａ 

具体的方策にあげ
ていることは概ね
達成することがで
きた。目標の数値
も達成することが
できた。学習支援
ツールの活用を工
夫しながら、積極
的活用を図ってい
きたい。 

わかる授 

業の創造 

 

 

 

 

 

生徒の実態にあ 
った教科指導力 
の向上 

新学習指導要
領に対応した
観点別評価と
ＩＣＴの活用
を意識した公
開授業を実施
する。年度末
学校評価アン
ケートで職員
の授業研鑽に
関する項目で
平均値4.0を
目指す。 
 

・公開授業の
実施 

・教育相談部
と連携した
授業のＵＤ
化推進 

・単元別シラ
バス作成 

・評価方法の
検討 

・電子黒板や 
１人１台端
末を効果的
に活用した
授業の実践 

Ａ 

具体的方策にあげ
ていることは概ね
達成することがで
きた。目標の数値
も達成することが
できた。 

朝読書の

充実 

朝読書の推進 １０分間黙読
の徹底を図り
、一人当たり
年間冊数も増
やす。 

・全職員によ 
る読書指導
の継続 

 
Ｂ 

黙読の徹底はでき
た。図書だよりを
ＩＣＴを活用して
配付するなど工夫
したが、図書館利
用が少なく、年間
の貸出冊数も５．
９冊と昨年を大き
く下回った。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

将来を見 
通したキ 
ャリア教 
育の充実 

適確な自己分析
と適正な進路選
択 
 

・キャリアパ
スポート活
用とキャリ
アプランニ
ング能力の
育成 

・進学目標実
現 

・系統別進 
路学習 

・進路ガイ 
ダンス 

・進路･成績 
検討会 

・進学目標 
実現への 
個別受験 
対策充実 

Ｂ 

進路検討会、進学
個人指導、キャリ
ア･パスポートを適
宜実施し、一定の
成果があったが、
一部の進路ガイダ
ンスがコロナ感染
症のため、実施で
きなかった。 

就職指導
の充実と 
進路保障
の実現 

適正な自己理解 
と職業選択 
 

就職内定100
％達成 
早期離職率低
下 

・担任とキ
ャリアサ
ポーター
との連携 

・事前職場 
見学推進 

・就職試験
に対する
個人指導
の充実 

Ａ 

就職希望者の内定
率100％を達成でき
た。早期離職防止
のため、就職内定
者集会を実施しキ
ャリアサポーター
からも講演を行っ
た。 



 
生徒  
指導 
 

基本的な 
マナーの 
徹底 
 

進学・就職へ向
けた意識の向上 

面接試験に通
用する整容・
挨拶の励行を
進め、年度末
学校評価アン
ケートで各評
価者の平均値
4.2を目指す
。 

・服装・頭
髪検査年 
6回実施。
日常的に
全職員で
取り組む
。 

・挨拶運動
、登校指 
導の実施
。集会等
での実践
。 

Ａ 

校内での挨拶は定
着している。しか
し、立ち止まって
の挨拶については
全体に浸透してい
ない。身だしなみ
については登校指
導をはじめ校内に
おいて注意喚起し
ている。校則の見
直しなどで生徒へ
の周知を行い、共
通理解を図るよう
に努めている。 

交通安全 
教育の充 
実 
 

全人教育として
の交通安全教育
の充実 

交通事故・違
反０とともに
、年度末学校
評価アンケー
トで各評価者
の平均値4.0
を目指す。 

・登校指導
、安全点
検実施、
交通安全
教室、新
規免許取
得者講習
、交通事
故・違反
者指導の
実施。 

Ａ 

各学期の原付点検
や講習会の実施、
考査時の育友会合
同の登校指導など
で交通安全につい
て啓発活動を行っ
ている。また交通
委員会が２重ロッ
クや集会を実施す
るなどの活動を行
った。違反者はい
ないが、複数名の
交通事故は発生し
ているため、今後
も講習会をはじめ
交通安全の啓発に
努めていく。 

人権教
育の推
進 

自他の命
を大切に
し、差別
を見抜き
許さずな
くす行動
ができる
生徒の育
成 
 

人権教育の内容
の充実 
命を大切にする
心を育む指導の
充実 

・授業検討会 
議の実施 

・各学年年間
5回分の教
材を作成。 

・ＬＨＲの
授業内容
の精選と
教材研究
を進める
。 

・研究授業
による指
導力向上
に取り組
む。 

Ａ 

LHRの実施前に、部
会や学年会等で授
業の内容や展開に
ついて生徒の実態
をふまえて検討し
ながら進められた
。 
 

職員研修の充実 年1回の講演
会の実施と年
5回の研修を
実施 

職員の共通
理解と認識
を高める。 

Ａ 

予定していた研修
については計画通
り実施できた。 

いじめ
の防止
等 

いじめの
「未然防
止」及び
「早期発
見」 

全ての生徒が安
全・安心に学校
生活を送り、規
律正しい態度で
授業や行事に主
体的に参加・活
躍できる学校づ
くり 

・生徒一人一
人が自己有
用感を持つ
ことができ
る授業、学
校を目指す
。 

・いじめは起
きるものと
認識し、早
期発見、未
然防止のた
めの手立て
を行う。 

・年度末学校
評価アンケ
ートで各評
価者の平均
値4.0を目

・学校行事
の充実を
図る。 

・規律ある
学校生活
を送るた
め、授業
の充実、
生徒指導
の充実を
図る。 

・２者面談
、アンケ
ート等を
定期的に
実施する
。 

・登校指導
において

Ａ 

各学年、各部、各 
科との情報共有を 
行い、生徒からの 
情報（相談等）に 
対し、迅速に対応 
することができた 
。 
専門家を交えた対 
策委員会だけでな 
く、事案発生の際 
に迅速に委員会を 
招集し対応の検討 
を行った。 
年間を通して３件 
のいじめを認知し 
、県へ報告してい 
る。現在解消し、 
様子を見ながら観 
察指導中。 



指す。 
 

生徒への
積極的な
声かけ、
観察を行
う。 

・各部会で
の情報共
有。 

・専門家と
の定期的
な防止対
策会議の
開催。 

・発見した
場合は、
迅速に校
内組織の
招集及び
対応の検
討を行い
、迅速に
対処する
。 

認知した３件以外 
でも人間関係のト 
ラブルが発生して 
いるが、学年及び 
教育相談部と連携 
し、問題の解消に 
取り組み、早期発 
見早期解決するこ 
とができた。 
未然防止のための 
アンケートや二者 
面談を実施して、 
生徒の状況把握に 
努めた。 
SCやSSWとの連携を 
図り、専門家の意 
見を取り入れなが 
ら生徒の悩みや問 
題の解決に取り組 
んでいる。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

郷土を愛 
し・誇り 
を持つ生 
徒の育成 
と総合型 
コミュニ 
ティ・ス
クールの
充実 

地域行事、ボラ
ンティアへの参
加 
全学科の「総合
的な探究の時間
」において地域
課題に関する学
習を実施 
防災教育の充実 
 

年度末学校評

価アンケート

（地域連携、

防災関係）で

各評価者の平

均値 4.0 を目

指す。 

・八朔祭で
の造り物
製作、ボ
ランティ
ア活動を
実施。 

・協議会で
の意見交
換を通し
て、魅力
ある高校
作りを推
進。 

・地域の消
防署と連
携した防
災訓練とA
ED職員研
修を実施
。 

Ａ 

３年振りに実施さ 
れた八朔祭りで 
は、引き回しに参 
加したり、「総合 
的な探究の時間」 
等を活用しての清 
和文楽人形浄瑠璃 
ワンピースにも出 
演して地域活性化 
や魅力発信につな 
げた。 
11 月の避難訓練で 
は、地域の消防署 
と連携し、消防士 
と生徒で救護方法 
などの実演を行っ 
た。 

特別支
援教育
（教育
相談含
む）の
推進 
 

特別な支 
援を必要 
とする生
徒への柔
軟な対応 

個の発達に応じ
た指導の充実 
職員研修の推進 

職員全体の理
解を深め、指
導力を向上さ
せる。年度末
学校評価アン
ケートで各評
価者の平均値
4.0を目指す
。 

・生徒の指
導計画を
作成し、
全職員で
支援する
。 

・生徒の理
解と支援
のための
研修会や
連絡会を
年に３回
実施する
。 

Ｂ 

職員向けの研修は
予定通り行うこと
ができたが、全職
員で支援に当たる
体制づくりには至
らなかった。 
現在ガイドライン
を作成中であり、
全職員と共有する
ことで一貫した支
援を行えるように
する。 

 

４ 学校関係者評価 
・今の寮の問題だが、行政としても考えなければならないところがある。 
・地域みらい留学をやって良かったと思った。 
・Ｒ５年度の入試は、昨年度の数を超えており、地元からの受験者が近年では最大となった。 
・「交通安全教育がよく行われている」の項目については、生徒の評価が昨年度より下がって

いる。一概には言えないが、安全教育などが維持ができないのはどうか。 



・人権については、新しい制服、女子のスラックスなどを着用する生徒も出始めると思うので
、偏見を持たない指導をしていただき来年は伸びるように期待している。 

・寮の食事が気になる。町との話し合いはどうなっているのか。 
・林業、食農科の矢部高校でないと受けられない内容が広報誌などでも載っている。食農科では
有機農業を学べる時間はとれないものか。林業科では重機の免許もとれる。 

・現在はげ山が増えており、その中で森づくりをやっている。４年目になる。自然林に戻す活動
に一緒に参加してもらうのはどうか。２日間あり、東京からの参加もある。保護者になるよう
な大人が参加している その行事に参加してはどうか。交流することでもしかしたら入学に
つながるかもしれない。高校時代に植えた木を見に帰ってこようという気になる、森がどれだ
け必要かの話もあるのでぜひ参加してもらいたい。 

・毎年通潤橋の管理に参加してもらっている。広報に載せてもらいたい。 
・実際の試験に合わせて、朝起きて学習することが、自分に合っているのか。課外はなくてもい
いが、ちゃんと朝早く起きる習慣は必要。 

・よく挨拶をしてくれる。 
・本人に合わせた指導をしていただいて有り難いとの保護者からの声を聞く。 
・教育委員会でも寮のことが話題にあがる。問い合わせもある。町にも協力していただくように
お願いしたい。 

・矢部中から矢部高校への入学が増えた。どのような背景があるのかは、一概に言えないが、今 
年の３年生は行事がなかった。交流の機会が増えていったら希望者も増えるのでは。 

 

５ 総合評価 
・中学生保護者で、評価が上がった。まだ数値自体は低いが、本校の魅力発信が少しずつ評価

されている。 
・授業意欲の項目では４．０９の評価であり、過去の推移を見ても、Ｒ２：３．６７→Ｒ３：

４．０４ と年々上昇傾向にある。今年度は学校情報化優良校にも認定された。 
・時間外在校時間が月４５時間以上は月平均5.1人となり、目標を大きくクリアした。 
・校内での挨拶は定着している。しかし、立ち止まっての挨拶については全体に浸透していな

い。 
・就職希望者の内定率100％を達成できた。 
・いじめ防止等について専門家を交えた対策委員会だけでなく、事案発生の際に迅速に委員会

を招集し対応の検討を行った。 
・３年振りに実施された八朔祭りでは、引き回しに参加したり、「総合的な探究の時間」等を

活用しての清和文楽人形浄瑠璃ワンピースにも出演して地域活性化や魅力発信につなげた。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・きめ細かな指導・支援体制の特徴を生かしながら、Chromebook等のＩＣＴ活用も加味しなが

ら個別指導のさらなる充実を図っていく。 
・立ち止まっての挨拶の定着を図る。 
・スタディサプリを有効活用し、授業や理解度テストのフォロー配信などでの学びなおしの機 
 会を更に設ける。また、公務員希望者の専用クラスを設置する。 
・本校の特別支援教育のガイドラインに沿った全職員での一貫した支援体制の構築。 
・本校の教育活動の情報発信に力を入れているが、まだしっかり伝わっていない部分（交通安 
全教育等）にも力を入れる。 

・地域みらい留学を通して、さらなる本校の魅力を発信していく。 

 
 


